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医療法人 凌雲会

従来使用の栄養チューブから細いチューブに変更しての
摂食・嚥下訓練の試み
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【はじめに】

経鼻経管栄養を行うリスク

・鼻腔に潰瘍ができる。

・誤嚥性肺炎などの合併症

・鼻腔にチューブを長期間及び長期に留置するた
め不快感が強くチューブの自己抜去がある。また、
再挿入時に拒否が見られる。



医療法人医療法人 凌雲会凌雲会 稲次整形外科病院稲次整形外科病院

【研究目的】
○経鼻経管栄養時に使用する栄養チューブを従
来使用の太いチューブ(２.５－４.５mm)から細い
チューブ(２.０－３.５mm)に変更したことによる利
点、欠点を明確にする

○摂食・嚥下の評価をして、患者の負担が緩和で
きる経鼻経管栄養を目指す



【太いチューブと細いチューブの比較】

製品番
号

呼称 内径mm 外径mm 全長mm カラー
コード

0110505 E-5 2.0 3.5

1,200 イエ
ロー0110507 E-7 2.5 4.5
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【研究方法】

〈アンケート調査を行う〉

・対象は経鼻経管栄養を実施している患者とケア
に関わった看護師

・経鼻経管栄養の注入時間、挿入時の困難や不
快感による自己抜去の回数、鼻腔の潰瘍等のリ
スクの有無を調査する。
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【研究期間】

平成２６年８月１日
↓

平成26年10月31日
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【結果および考察】
利点 欠点

1 嚥下しやすいため挿入しやす
い

柔らかく咳嗽反射で曲がる
ため、再挿入の回数が増え
た

2 鼻腔への潰瘍が少なくなった 注入時間が10分延長

3 患者の不快感は解消して自己
抜去の回数が減少した

粘調な栄養剤や薬がつまる

4 栄養チューブ挿入のまま、摂
食・嚥下訓練は容易であった
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〇太いチューブが喉頭蓋にあたり嚥下運動を阻
害するという報告がある。
→摂食・嚥下訓練を実施するには細いチューブ
が有効である。

→当院でも細いチューブを挿入したまま摂食・嚥
下訓練を実施しようと試みたところ、訓練時には
容易に嚥下ができていた・・・
２～３日後に誤嚥性肺炎を起こし訓練中止となっ
た。
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【結論】

〇栄養チューブを従来のチューブから細いチューブに変
更することで、それぞれの利点、欠点が明確になった。

〇摂食・嚥下訓練を試みてみたが、訓練途中で誤嚥性肺
炎になり、明確な評価はできなかった。

今後さらに検証していき、摂食・嚥下訓練が
有効にできるようにしていきたい。
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ご清聴ありがとうございました。
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